
加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設に要する一般的
経費

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

ウェルネス施設の管理に要する一般的事務経費を必要最小限計上している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内ウェルネス施設利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

指定管理者の管理運営や収支状況を把握し適正な指導を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

サービスの向上、利用者の拡大を図るとともに、市民の健康で文化的な生活の
向上を実現する。

131133114

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 114

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の管理に要する経費として必要最小限であり、このまま維持すべきであ
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 114

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-729-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設に要する一般的
経費

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-730-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ施設予約システム管理
運営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和62年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

本システムは利用者に広く定着しており、また、施設の利用予約には欠かせな
いものとなっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

スポーツ施設等利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市内のスポーツ施設等を利用者がインターネットを通じて予約することができ
るシステムの保守点検を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市内のスポーツ施設等の予約を手軽に行うことができるようにし、利用者のス
ポーツ・レクリエーションの普及を図るとともに、市民の健康で文化的な生活
の向上を実現する。

3,3963,3963,396

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,396

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、システムに対する利用者の満足度も高いため、引き続き
システムの運営を継続する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,396

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-731-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ施設予約システム管理
運営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-732-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネスパーク管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成9年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川ウェルネスパークの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度へ移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果
的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

健康増進施設、音楽ホール及び図書館などの施設の利用を通じて積極的な健康
づくりを支援する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

総合的な生活環境の創造、向上を図り、もって健康で文化的な市民生活を実現
する。

304,813306,909306,767

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 303,975

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 306,767

そ の 他 特 財 2,792

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-733-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネスパーク管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 19,81043,08240,335

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用人数（実績）

目 標 値

476,400

目標年度

平成35
年度

580,529564,799557,598

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-734-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設維持補修事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

ウェルネス施設全体の老朽化が進んでおり、維持補修の頻度が高まっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の維持補修を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

安心・安全に施設を維持することにより、スポーツ・レクリエーション活動へ
の参加意欲の向上を図るとともに、市民の健康で文化的な生活の向上を実現す
る。

37,08426,34113,268

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 7,286

地 方 債

一 般 財 源 5,892

財
　
源
　
内
　
訳

■拡充

施設の安全安心を維持し、施設の長寿命化を図る計画的な維持補修事業を実施
する必要がある。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 13,268

そ の 他 特 財 90

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０４０ウェルネス施設維持補修事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-735-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設維持補修事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-736-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウォーキングセンター等管理運
営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成9年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市ウォーキングセンターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

健康意識の高まりによりウォーカーの人口が増加傾向にあるなか、ウォーキン
グコースに隣接し、自然豊かな環境に位置する本施設を活動拠点にする利用者
は多い。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設を適正に維持管理するとともに、施設を通じて身近な地域を散策し、自然
への関心と理解を深める。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

自然とのふれあいを通じて自然への関心と理解を深め、自然環境の保全と歴史
や文化に関する学習の促進を図る。

5,8855,8856,278

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 6,278

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設利用者の満足度は高いため、引き続き施設の運営を継続する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 6,278

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０６０ウォーキングセンター等管理運
営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-737-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウォーキングセンター等管理運
営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

夏季の台風、大雨等の影響で前年度比減少している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 4,2234,0009

モニタリングの回数 回 222

活 動 指 標
分 析 結 果

平成３０年度より、指定事業を追加したため、ほとんどの事業が指
定事業に移行し、また、展示関係の事業については共用ホールで行
うため、入場者数と同数となるので対象外としたため、実績値、計
画値、目標値が前年度より大きく変わっている。

施設利用者数

目 標 値

4,900

目標年度

平成35
年度

3,5824,5753,506

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ交流館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成13年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川スポーツ交流館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度へ移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている
が、住民の健康志向の高まりを受け、施設の利用は順調に推移している。今後
市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果的に行
う必要がある。また、平成３１年度より指定管理者が交代した。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。健康増進施設の利用を通じて積極的な健
康づくりを支援する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

健康づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的な生活の向上を実現す
る。

72,02573,72574,628

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 74,239

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 74,628

そ の 他 特 財 389

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-739-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ交流館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者はスタジオプログラムへの参加を中心として、一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,3721,2892,190

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は事業数増により増加している。

施設利用者数

目 標 値

155,600

目標年度

平成35
年度

143,736148,131148,234

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-740-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 海洋文化センター管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成12年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川海洋文化センターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

現在は、指定管理者制度に基づき、民間事業者により管理運営が行われている
が、子供連れの家族を中心に施設を利用する者は多い。今後も市民ニーズの多
様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果的に行う必要がある。
また、平成３１年度より指定管理者が交代した。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の適正な管理運営を行うとともに海洋文化に関する知識の普及を図る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

地域の人々の交流を促進する複合文化施設の役割を果たす。

77,57377,79477,794

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 77,194

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く満足度も高いため、引き続き施設の運営を図っていく。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 77,794

そ の 他 特 財 600

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-741-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 海洋文化センター管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

Ｈ２８年２月に近隣に新図書館がオープンした影響がＨ３０年度においても影響し、前年度
比減少したと推測される。また、７月～９月の台風接近による臨時休館も影響している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 18,57017,46118,733

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用者数

目 標 値

235,700

目標年度

平成35
年度

228,363211,676196,299

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-742-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方体育館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和60年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立志方体育館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に基づく管理運営が行われており、周辺地域の住民を中心に多
くの利用がある。今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモ
ニタリングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

5,9645,9375,910

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 5,887

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,910

そ の 他 特 財 23

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-743-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方体育館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

７月、８月の大雨や９月の台風等天候不良が大きく影響し利用者数は前年度比で減少した。

指定管理者自主事業入
場者数

人 2,1382,0882,319

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は、教室への参加者増で前年度比で増加してい
る。

施設利用者数

目 標 値

29,100

目標年度

平成35
年度

27,37327,84525,666

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-744-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方東公園テニスコート管理運
営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和60年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に基づく管理運営が行われているが、今後、市民ニーズの多様
化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

3,2753,2143,214

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,188

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

利用者の満足度も高く引き続き施設の運営を継続する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,214

そ の 他 特 財 26

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-745-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方東公園テニスコート管理運
営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

自主事業参加者数増等により施設利用者数は増加している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 706673762

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数はテニス教室の参加者数増により増加してい
る。

施設利用人数（実績）

目 標 値

6,800

目標年度

平成35
年度

6,1616,1126,446

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-746-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 漕艇センター管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成7年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

現在は、指定管理者制度に基づく管理運営が行われている。市内の学校利用も
盛んに行われており、市内外問わず多くの利用実績をあげている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

漕艇活動の振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

26,61326,61326,613

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 26,563

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 26,613

そ の 他 特 財 50

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 漕艇センター管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

利用者の最も多い７月に大雨による水面利用禁止があり、利用者は減少している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,7151,2531,508

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用人数（実績）

目 標 値

23,500

目標年度

平成35
年度

22,39722,62818,262

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園グラウンド管理運営
事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成18年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
施設の利用は、主に各種目団体を中心に非常に高い利用率で稼動している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

2,7772,7772,777

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,766

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,777

そ の 他 特 財 11

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園グラウンド管理運営
事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

夏季の荒天による予約キャンセルや、学校利用（マラソン大会等）が減少したため、前年度
より施設利用者は減少した。

指定管理者自主事業入
場者数

人 2,5442,5802,777

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用者数

目 標 値

63,500

目標年度

平成35
年度

60,41860,91757,587

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園第２テニスコート管
理運営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に基づく管理運営が行われており、概ね順調に管理運営がなさ
れている。また、近隣市町村では珍しいアンツーカコートを有しており、希望
するニーズに応えている。一方で、冬季には霜がおりやすく、休場日が多い傾
向があり、施設の維持管理に難しい課題がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民および利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図ると共に、市民の健康で文化的な
生活の向上を実現する。

670670670

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 637

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 670

そ の 他 特 財 33

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園第２テニスコート管
理運営事業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

夏季の大雨、台風と自主事業入場者数の減少により、施設利用者数は減少した。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,871856156

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

コーチが１人辞職したことにより、テニススクール数が減少し、自
主事業の入場者数が大幅に減少した。（Ｈ３１年度からはコーチの
補充が行われ通常通りのテニススクール数で行われる予定）

施設利用者数

目 標 値

7,300

目標年度

平成35
年度

8,6396,1376,078

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園野球場管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和58年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

施設の利用は、種目協会を中心に高い利用率を維持できている。なお、平成
２４年９月の野口野球場の閉鎖に伴い、硬式野球での利用の要望が高まってい
るが、ファウルボールが近隣の住宅に飛び込むため、硬式の試合は禁止してい
る。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

16,36516,73216,365

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 16,103

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 16,365

そ の 他 特 財 262

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園野球場管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

夏季の悪天候や中体連の参加者減等で前年度比で減少している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 3331125

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は自主事業数の増により増加している。

施設利用者数

目 標 値

16,700

目標年度

平成35
年度

18,58815,87414,839

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山市民プール管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和52年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市民プールの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度への移行に伴い、現在は民間事業者による管理運営が行われて
いる。施設の利用は順調に推移しているが、老朽化が著しく、大規模改修が必
要な状況である。また、他市で起こった事故等により、住民の安全安心に対す
る関心が高まっている中、万全な管理運営が求められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の健康づくりとレクリエーションの振興を図るとともに、市民の健康で文
化的な生活の向上を実現する。

3,4803,4804,176

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 4,120

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 4,176

そ の 他 特 財 56

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山市民プール管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

台風等悪天候により前年度比減少しているが、施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 509718786

モニタリングの回数 回 222

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用人数（実績）

目 標 値

31,200

目標年度

平成32
年度

31,05329,30026,988

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山体育館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和53年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立日岡山体育館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果
的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

59,54259,54259,542

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 58,913

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 59,542

そ の 他 特 財 629

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山体育館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 13,00512,26112,827

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用者数

目 標 値

133,800

目標年度

平成32
年度

130,971126,829126,396

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 浜の宮市民プール管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成26年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市民プールの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度への移行に伴い、現在は民間事業者による管理運営が行われて
いる。施設の利用は順調に推移しているが、老朽化が進んでおり、適宜、設備
改修を行っている。また、プール事故への適正な対応が行えるよう、指定管理
者には万全な管理運営を求めている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の健康づくり及びレクリエーションの振興に寄与する。

6,6476,6476,647

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 6,623

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 6,647

そ の 他 特 財 24

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 浜の宮市民プール管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

７月は高温注意情報による利用控え、８月は台風接近に伴う警報発令および低気温により、
利用者数は前年度比で減少した。

指定管理者自主事業入
場者数

人 2,233559444

モニタリングの回数 回 222

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業参加者数については一定の水準で推移している。自主事業
目標値については、Ｈ３１年度より指定管理者が変更したことによ
り事業内容が変わり、計画値についても大きく変わっている。

施設利用人数（実績）

目 標 値

63,500

目標年度

平成32
年度

60,58561,59754,151

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 武道館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成3年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立武道館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度へ移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果
的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。武道館の利用を通じて、武道の振興を支
援する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

武道の振興を支援するとともに、心身の健全な発達と体力の増進を実現する。

8,1778,1778,177

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 8,078

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 8,177

そ の 他 特 財 99

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 武道館管理運営事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 4,3333,9863,912

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

自主事業の入場者数は一定の水準で推移している。

施設利用者数

目 標 値

42,900

目標年度

平成35
年度

39,51441,38540,055

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 平荘湖アクア交流館管理運営事
業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立屋内温水プールの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度への移行に伴い、現在は民間事業者による管理運営が行われて
いる。施設の利用は、自主事業のスイミングスクールを中心に多くの住民が利
用している。しかし、施設の老朽化が進んでいるため大規模改修、建て替えに
ついても多額の費用が必要となる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

61,09963,29561,099

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 37,574

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

公共施設等総合管理計画に基づきＨ３０年度末をもって廃止した。

□維持 □縮小 □改善 □統合 ■廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 61,099

そ の 他 特 財 23,525

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 平荘湖アクア交流館管理運営事
業

部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

指定管理者自主事業入
場者数

人 9,39613,94915,661

モニタリングの回数 回 444

活 動 指 標
分 析 結 果

施設利用者数は一定の水準で推移している。

施設利用人数（実績）

目 標 値目標年度

83,84282,52980,334

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネススポーツ推進事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成18年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画

現 状 と 課 題

市民マラソンブームが到来するなど、スポーツ活動の参加機会を求める市民
ニーズは高まりを見せている。また、東京オリンピックの開催が迫り、見るス
ポーツへの関心も高まっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

総合体育館を拠点としたトップアスリートによるスポーツ観戦イベント及びス
ポーツ教室の開催

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツイベント開催により、市民のスポーツ・レクリエーション活動への参
加機会の拡大を図る。

1,5913,1252,189

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,189

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

トップアスリートによるスポーツイベントの開催によって、競技スポーツの底
辺拡大と振興を図り、市民のスポーツ・レクリエーション活動の参加機会を提
供することのできる本事業は、施策の実現に不可欠である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,189

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０３０ウェルネススポーツ推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネススポーツ推進事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

人

％

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

来場者数等は年度によって多少の増減はあるものの、事業開始時より増加傾向にある。ま
た、スポーツ・レクリエーションの活動機会には一定の市民満足度を得ている。

スポーツイベント開催
数

回 122

スポーツ教室開催数 回 333

活 動 指 標
分 析 結 果

事業開始以降、開催数を徐々に増やしており、トップアスリートに
よるスポーツイベントの開催都市として徐々に定着しつつある。

スポーツイベント来場
者数

目 標 値

7,000

目標年度

平成32
年度

4,0009,0336,457

スポーツ教室参加者数 500平成32
年度

297264309

スポーツ・レクリエー
ション活動の機会提供
に満足・やや満足する
市民の割合

80平成32
年度

63.458.7

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ツーデーマーチ事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成2年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
平成３０年度加古川ツーデーマーチ事業補助金交付要綱

現 状 と 課 題

本大会の参加者数は、平成９年度に開催した大会にピーク（２１，８５９人）
を迎え、直近５年間では７千５００人～８千５００人で推移。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

２日間に渡り市内及び近隣町を歩くウォーキングイベント「加古川ツーデー
マーチ」を企画・運営する加古川ツーデーマーチ実行委員会に対して補助金を
交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

１．イベント開催によるスポーツ・レクリエーション活動への参加機会の拡大
を図る。２．全国のウォーカーと地域住民等とのふれあいを通じて、にぎわい
の創出や交流の拡大を目指す。３．自然や歴史資源の再発見により市民のふる
さと意識の醸成を図る。

9,00011,50011,000

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 11,000

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市民の健康増進や交流の拡大、まちのにぎわい、自然とのふれあい等、「ウェ
ルネス都市」を体感できるイベントとして、また、観光資源の有効活用、市民
のふるさと意識の醸成を図る手段としても、当該事業を実施する意義は大き
く、補助金交付を継続していくべきと考える。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 11,000

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５ツーデーマーチ事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ツーデーマーチ事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

人

％

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

当日の天候によって変動しやすい。参加者は市内・市外の比率はほぼ一定。満足度との相関
は不詳。

参加者数 人 8,2588,3668,398

実行委員会収支予算額 円 25,310,00027,260,00026,900,000

活 動 指 標
分 析 結 果

参加者数は、平成９年度をピークに減少しているものの、直近５年
間では一定の水準を維持している。

市内在住の申込者数

目 標 値

5,000

目標年度

平成32
年度

3,4083,3203,448

市外在住の申込者数 3,200平成32
年度

2,4682,2062,446

スポーツ・レクリエー
ション活動の機会提供
に満足・やや満足する
市民の割合

80平成32
年度

63.458.7

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 レガッタ普及事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成9年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 その他

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画

現 状 と 課 題

直近３年の市民レガッタは１６０チーム前後で推移。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

レガッタ大会や体験教室を開催し、ボート競技を通じて青少年の育成を考え、
加古川流域のまちの活性化を図る加古川レガッタ実行委員会に対して補助金を
交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民レガッタ、関西学生秋季選手権、小学生ボート体験教室の開催、また、ク
ルーの目標となる全国市町村交流レガッタ大会への出場機会を作ることによ
り、ボート競技の普及及びスポーツの振興を図る。

8,1719,8037,774

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 7,774

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

公開事業評価を受け、全国大会へのクルーの派遣費用の負担見直しを行った。
また、令和元年度より業務を委託から補助へ変更する等事業全体の変更を行っ
たところであり、その効果について分析が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 7,774

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０５５レガッタ普及事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計

-769-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 レガッタ普及事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

人

％

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

参加者・利用者数は多少増減があるものの、一定の水準を維持しており妥当なものと考え
る。

全国ボート場所在市町
村協議会収支予算

円 7,630,0007,010,0006,540,000

レガッタ普及事業委託
料

円 10,463,0006,666,0007,287,000

レガッタ普及事業補助
金

円

活 動 指 標
分 析 結 果

交流レガッタは協議会加盟市町村の持ち回りで開催しており、開催
地や大会内容によって予算が大きく異なるため、計画値・目標値の
設定は馴染まない。また参加チームは、加盟市町村から一定数が出
場するため、大幅な増減はない。

加古川市民レガッタ大
会参加者数

目 標 値

1,000

目標年度

平成32
年度

810927690

漕艇センター利用者数 20,000平成32
年度

22,39722,62818,262

スポーツ・レクリエー
ション活動の機会提供
に満足・やや満足する
市民の割合

80平成32
年度

63.458.7

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川マラソン大会補助事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成1年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 その他

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画、平成３０年度加古川マラソ
ン大会事業補助金交付要綱

現 状 と 課 題

１５回大会（１５年度）に、加古川みなもロードの創設にあわせ初のフルマラ
ソンを実施。以降、現在までフルマラソンを継続実施。近年のブームで大阪・
神戸などの大都市で相次いでフルマラソン大会が誕生するなかでも、申込者は
６０００名以上となる状況。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市民参加型のフルマラソンイベント「加古川マラソン大会」を企画・運営する
加古川マラソン大会実行委員会に対して、補助金を交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

陸上競技の底辺拡大およびスポーツ・レクリエーション活動への参加機会の拡
大を図る。

2,2001,2001,200

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,200

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市民のスポーツ・レクリエーション活動の普及・促進を図る手段として当該事
業の意義は大きい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,200

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２５社会体育補助事業

目 ２７ウェルネス費

項 ０１総務管理費

款 ０２総務費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川マラソン大会補助事業 部 局 名 協働推進部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

％

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

266,443265,055263,697

成 果 指 標
分 析 結 果

多少の増減はあるが一定の水準で推移している。

申込者数 人 6,4776,4796,290

実行委員会収支予算額 円 48,200,00045,835,69648,400,000

活 動 指 標
分 析 結 果

大会の定員６５００名を少し割り込んでいる。実行委員会収支予算
額は、市補助金及び協賛金収入の増減によって多少の増減はある
が、一定の水準で推移。

市内在住の申込者数

目 標 値

1,000

目標年度

平成32
年度

1,1711,0971,016

スポーツ・レクリエー
ション活動の機会提供
に満足・やや満足する
市民の割合

80平成32
年度

63.458.7

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 いずみプラザ運営管理事業 部 局 名 環境部

課（室）名 クリーンセンター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成26年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

いずみプラザは、市内で唯一の天然芝専用グラウンドゴルフ場を有し、幼児用
キッズルームを利用した保護者の評判も概ね好評である。施設全体の利用者数
は、市ホームページ等でのＰＲ、口コミなどにより増加しているが、グラウン
ドゴルフ場の利用に関しては、天候に左右される傾向にある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民（こどもから高齢者）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

グラウンド・ゴルフ場、幼児用キッズルーム、芝生広場、研修室を提供する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

高齢者の健康増進、安心して子育てできる環境の整備及び市民相互の交流の促
進を図る。

9,1799,4079,428

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 7,944

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

研修室を利用していた団体の減少により利用者が５７９人減少した。また、グ
ラウンドゴルフ場及びキッズルームの利用者は、６月の長雨・夏の異常気象
（高温）・台風等の天候不順の影響により、対前年度比で１２７５人減少した
が、市内唯一の天然芝専用グラウンドゴルフ場というセールスポイントをＰＲ
して利用者の増加を図る必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 9,428

そ の 他 特 財 1,484

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０５０いずみプラザ運営管理事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ０１衛生総務費

項 ０１保健衛生費

款 ０４衛生費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 いずみプラザ運営管理事業 部 局 名 環境部

課（室）名 クリーンセンター

人

対 象 指 標 名

全市民 266,000265,000263,000

成 果 指 標
分 析 結 果

研修室を利用していた団体の減少により利用者が５７９人減少した。また、グラウンドゴル
フ場及びキッズルームの利用者は、６月の長雨・夏の異常気象（高温）・台風等の天候不順
の影響により、対前年度比で１２７５人減少した。

施設利用者数 人 6,6877,5945,740

活 動 指 標
分 析 結 果

施設利用者数が、対前年度比で１８５４人減少した。

施設利用者数

目 標 値

8,000

目標年度

平成32
年度

6,6877,5945,740

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 すぱーく加古川管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 尾上地区

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立屋内ゲートボール場の設置及び管理に関する条例及び同施行規則

現 状 と 課 題

尾上公民館が行っていた管理運営を平成２７年度から社会教育・スポーツ振興
課で担っている。業務内容は利用許可、料金収納等である。年間３５０件程度
の利用があり、経常的な維持管理費用の殆どを使用料収入で賄っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

屋内ゲートボール場「すぱーく加古川」

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

屋内ゲートボール場すぱーく加古川の維持管理及び施設の保守を図る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

屋内ゲートボール場すぱーく加古川の維持管理及び施設の保守を適正に行うこ
とにより、利用者の安全性、快適性を維持する。

1,1001,1061,019

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 317

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

すぱーく加古川はゲートボールの拠点施設として市民に利用されているが、
ゲートボールの競技人口の減少にともない、利用率も年々下がっている。今
後、すぱーく加古川の施設利用の範囲については、利用拡大に向けた見直しが
必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,019

そ の 他 特 財 702

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５体育施設管理運営事業

目 ０５体育施設費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 すぱーく加古川管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

266,451265,524262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

平成３０年度は、前年度と比較して利用人数、利用率ともに減少している。

開館日数 日 308308310

施設利用率 ％ 34.431.529

活 動 指 標
分 析 結 果

予定通りの開館日数となった。

施設利用人数（実績）

目 標 値

10,000

目標年度

平成32
年度

8,96310,1929,030

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 小学校夜間照明管理事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 平岡地区

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立学校の施設等の貸与に関する規則

現 状 と 課 題

サッカーや地域の行事等に活用されている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

夜間における平岡北小学校グラウンド利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

「加古川市立学校の施設等の貸与に関する規則」の規定により、平岡北小学校
運動場を夜間に利用する場合で、小学校に設置している夜間照明の使用を希望
する者に対し、電気代実費分として規定の料金を徴収する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

夜間におけるグラウンドの利活用や社会人等のスポーツ活動の振興

165182194

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 153

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

平成３０年度の利用日数は年間で２２日間であった。照明を設置してから今年
度で１１年目であり、照明施設も老朽化してくるため、より適切な管理運営に
努めたい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 194

そ の 他 特 財 41

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５体育施設管理運営事業

目 ０５体育施設費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 小学校夜間照明管理事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育、レクリエーション指導振
興事業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ推進審議会条例、加古川市スポーツ推進委
員規則

現 状 と 課 題

平成３０年３月に、今後１０年間のスポーツ施策の指針となる「加古川市ス
ポーツ推進計画」を策定した。また、スポーツライフセミナーは平成１９年度
から、毎年参加者アンケートの結果を踏まえた内容で実施している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

スポーツ推進審議会、日ごろ運動・スポーツをする機会が少ない市民、スポー
ツ推進委員

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

スポーツ推進審議会によるスポーツ振興基本計画の進捗管理。スポーツライフ
セミナーによる、日ごろ運動・スポーツをする機会が少ない世代の市民に対す
るスポーツ啓発。教育委員会が委嘱したスポーツ推進委員の活動に対する報酬
の支払い及び活動の補助。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民スポーツの企画立案及び生涯スポーツ・レクリエーション活動の普及、促
進を図る。

5,6806,8862,949

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,949

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

スポーツ推進審議会においては、「加古川市スポーツ推進計画」の施策の進捗
確認を行う。また、スポーツ推進委員会では、スポーツ実施率の向上に寄与す
る活動を進めるとともに、障がい者スポーツの普及なども取り入れ、幅広い対
象者が参加できる内容を検討する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,949

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５体育、レクリエーション指導振
興事業

目 ０４体育振興費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育、レクリエーション指導振
興事業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

％

人

対 象 指 標 名

スポーツ推進審議会 111

週１回以上運動・ス
ポーツを行う人の割合

％ 48.248.248.2

スポーツ推進委員数 人 484848

成 果 指 標
分 析 結 果

スポーツ推進委員の対市民指導者数は、昨年度と比較すると、市内小中学校を対象とした
シッティングバレーボール体験など活動事業が増加し、市民に指導する機会が増加した。

スポーツライフセミ
ナー開催数

回 9910

スポーツ推進審議会開
催数

回 442

スポーツ推進委員活動
回数（延べ数）

回 290265266

活 動 指 標
分 析 結 果

今年度スポーツライフセミナーは１０回全て開催することができ、
昨年度より参加者も増加した。また、スポーツ推進審議会は２回開
催し、スポーツ推進計画におけるスポーツ施策等の確認を行った。

スポーツライフセミ
ナー参加者数（２０代
～５０代）

目 標 値

300

目標年度

平成31
年度

214123150

スポーツ推進審議会委
員出席率

100平成31
年度

806570

スポーツ推進委員の対
市民指導者数

1,000平成31
年度

1,1066011,199

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育協会事業補助金交付事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市補助金等交付規則、加古川市体育協会事業補助金交付要綱

現 状 と 課 題

加古川市体育協会は創立７０年を超える歴史があり、２８の種目協会が、各種
目の市民への紹介、また各競技における選手の育成に寄与している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市体育協会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川市体育協会の行う事業のうち、２８の種目協会が行う市民大会等の支援
事業、体育功労者及び優秀選手、優秀チームの顕彰、健康・体力づくり事業、
国体出場者激励会に対して補助を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川市のスポーツの競技団体を統括する加古川市体育協会を通じて、スポー
ツの普及や競技スポーツの強化、スポーツ振興を図るため、協会への補助を行
う。

1,8881,7551,888

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,888

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市民のスポーツ実施率向上に向け、各種目協会が創意工夫を凝らして市民が参
加しやすい事業を実施しており、本補助金は有効に使われていると判断してい
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,888

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１０社会体育補助事業

目 ０４体育振興費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育協会事業補助金交付事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市体育協会 111

成 果 指 標
分 析 結 果

健康・体力づくり事業への一般市民の参加者を増加させる対策を、体育協会及び各種目協会
が鋭意工夫を行い、市民がスポーツに慣れ親しむ場を拡大していく必要がある。

健康・体力づくり事業
実施割合

％ 57.167.867.8

活 動 指 標
分 析 結 果

市民がスポーツに慣れ親しむ場を提供する『健康・体力づくり事
業』を各種目協会が企画し実施しているが、実施している種目協会
について平成３０年度は、１９種目協会で全２８種目協会の半数以
上に達している。

健康・体力づくり参加
人数（一般市民）

目 標 値

1,650

目標年度

平成32
年度

9341,3661,756

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-782-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 オリンピック・パラリンピック
スポーツ推進事業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成30年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会において「ホストタウ
ン」の認定を受けたことから、スポーツへの関心を高め、スポーツの参画人口
の拡大をはかり、健康の保持増進につなげていく。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に、スポーツを通
じた機運醸成事業をはじめ、スポーツサポータ（ボランティア）の養成。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツ参画人口の拡大を図る。

4,845

国 庫 支 出 金 0

県 支 出 金 461

地 方 債

一 般 財 源 4,384

財
　
源
　
内
　
訳

■拡充

オリンピック・パラリンピック競技大会に関する事業については、ホストタウ
ン事業など関連事業も含め、来年度以降、市の事業として拡充する必要がある
ため、市長部局にて事業を進めることが妥当である。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 4,845

そ の 他 特 財

平成30年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２０オリンピック・パラリンピック
スポーツ推進事業　　　　　　　　

目 ０４体育振興費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 オリンピック・パラリンピック
スポーツ推進事業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

スポーツサポーターはスポーツの指導者ではなく、運営サポートに重点をおいており、「さ
さえるスポーツ」としての重要な役割を担うことから、計画的な育成と活動の場を提供する
必要がある。

イベント参加者数 人 362

活 動 指 標
分 析 結 果

イベントのＰＲが関係団体へできなかったため、関係部署及び団体
への連絡調整の体制を整える必要がある。

スポーツサポーター養
成人数

目 標 値

90

目標年度

平成32
年度

28

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-784-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 障がい者スポーツ推進事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成30年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会を控え、スポーツに
機運が高まるとともに、大会ビジョンの一つである「多様性と調和」を見据
え、スポーツを通じた共生社会の構築が求められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

障害の有無にかかわらずスポーツに興味がある市民、スポーツ推進委員

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

スポーツに親しむ機会の提供

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

障がい者スポーツの理解と障害の有無にかかわずスポーツに親しめる環境づく
りをめざす。

791

国 庫 支 出 金

県 支 出 金 391

地 方 債

一 般 財 源 400

財
　
源
　
内
　
訳

■拡充

障がい者スポーツの認知度を高めるためには、実施機会の増加を図るととも
に、継続したスポーツとなるよう関係部局や団体等と連携し、ニーズに応じた
事業の実施が必要である。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 791

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０２５障がい者スポーツ推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

目 ０４体育振興費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 障がい者スポーツ推進事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人数

％

対 象 指 標 名

１８歳未満の市民（４
／１付住民基本台帳人
口）

216,843

成 果 指 標
分 析 結 果

障がい者スポーツのニーズを把握するため意見調査をするとともに、スポーツイベントのＰ
Ｒ方法など、関係部署との連携体系を構築をする必要がある。

障がい者スポーツイベ
ント回数

回 6

スポーツ推進委員にお
ける障がい者スポーツ
活動者数

人 45

活 動 指 標
分 析 結 果

平成３０年３月に策定した「スポーツ推進計画」に基づき障がい者
スポーツの理解と普及にかかる取組を関係部署と年次計画を調整
し、効果的な事業実施に努める。

障がい者スポーツイベ
ントの参加者数

目 標 値

600

目標年度

平成38
年度

250

スポーツ・レクリエー
ション活動の機会提供
に満足・やや満足する
市民の割合

70平成38
年度

58.7

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-786-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和48年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立野外活動センターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

開設後、年次的拡張整備を行うとともに、市民の生涯学習の場として平成５年
度に宿泊館、平成６年度に工作館が竣工した。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

青少年の野外活動の場の提供、家族・小グループの憩いふれあいの場の提供、
木工工作の場の提供を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

自然とのふれあいを通して子ども達の健全育成を図るとともに、市民の生涯学
習を推進する。

4,3323,9914,057

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,883

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

子ども達を心身共に健全に育むためには、自然とのふれあいや野外活動体験は
不可欠であり、市民に生涯学習の場を提供するためにも野外活動センターの運
営は今後も引き続き継続していく必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 4,057

そ の 他 特 財 1,174

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ００５野外活動センター運営事業

目 ０６野外活動センター費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計

-787-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

人

件

対 象 指 標 名

４才から７０才までの
市民

215,056214,500212,141

成 果 指 標
分 析 結 果

平成３０年度における利用予約受付件数は平成２９年度と概ね同等であったが、気象警報発
令にともなうキャンセルが例年より多くあったため、成果指標が著しく減少した。

野外活動センター開所
日数

日 313303305

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２５年度から夏休み期間を無休にし利用団体の利便性を図って
いるが、今後は祝日も開所するなど更なる利便性を検討する必要が
ある。

野外活動センターの利
用者数（実人員）

目 標 値

10,000

目標年度

平成32
年度

8,73110,1648,370

野外活動センターの利
用団体数（実件数）

1,500平成32
年度

1,6991,4621,318

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

-788-



加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター維持補修事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和48年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市野外活動センターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

施設・設備の老朽化が進んでいる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

野外活動センター（屋外施設、宿泊館、工作館）の各施設及び設備等

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

野外活動センター（野外施設、宿泊館、工作館）の各施設及び設備等の維持補
修を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

野外活動センター（野外施設、宿泊館、工作館）各施設維持管理を行い、施設
利用者が安全かつ快適に利用できるようにする。

16,22516,15116,995

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 14,415

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

自然学校をはじめ各種青少年団体の野外活動体験実施施設として、今後も開所
が必要である。そのため、適正な維持補修を行っていく。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 16,995

そ の 他 特 財 2,580

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成30年度（決算見込）

平成30年度（決算見込） 平成29年度（決算） 平成28年度（決算）

細  目 ０１０野外活動センター維持補修事業

目 ０６野外活動センター費

項 ０８保健体育費

款 １０教育費

会  計 ０１一般会計
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加古川市事務事業評価シート〈平成30年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター維持補修事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

人

日

対 象 指 標 名

野外活動センター開所
日数

313303305

成 果 指 標
分 析 結 果

快適な環境を提供すれば利用者増が見込める。

野外活動センター開所
日数

日 313303305

活 動 指 標
分 析 結 果

適正に維持管理を実施したため、予定どおりの開所日数であり、メ
ンテナンス不足による休所日はなかった。

野外活動センターの利
用者数（実人員）

目 標 値

10,000

目標年度

平成32
年度

8,73110,1648,370

故障・事故による施設
休止日数

0平成32
年度

000

平成28年度平成29年度平成30年度

※政策的でない一般的事務経費、施設の維持補修経費または義務的施策事業の一部につい
ては、以下の項目は空白です。

【対象】

日

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成28年度平成29年度平成30年度単 位
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